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韓国横断旅行韓国横断旅行韓国横断旅行韓国横断旅行 

                    会員会員会員会員        小林正典小林正典小林正典小林正典 

    李明博大統領の竹島上陸や日本大使館前の慰安婦像の問題などで、日韓関係が

こじれて以来、日本から韓国への旅行者の伸びは止まり、むしろ減る傾向にある。

W社が昨秋募集した「秋の百済・新羅と世界遺産の村を巡る、ヘラン号・韓国鉄

道周遊の旅」という長い題名のツアーも、単なる格安ツアーとは違い、中身の濃

い優れた企画だったが、予定した人数の半分しか集まらなかった。以下は、その

7日間のちょっと贅沢な韓国周遊の、ポイントだけを纏めた旅行記である。 

 

百済王国百済王国百済王国百済王国のののの都都都都・・・・公州公州公州公州とととと扶余扶余扶余扶余へへへへ 

ソウルから 160キロ南へ下ると公州市、そこから更に南東へ約 40キロ行くと

扶余の町がある。この二つの都市は、紀元前 18年の建国以来、実に 700年間も

続いた王国「百済」の、最後の繁栄を支えた古都である。長い間観光開発が進ま

なかったが、1 年ほど前にやっと大型のリゾートホテルなどが完成し、飛鳥・白

鳳時代に日本と非常に縁が深かった百済の古都を訪ねることができた。 

 公州も扶余も、日本の京都に似て周囲を山並みに囲まれ、市中を美しい川が流

れる盆地型の穏やかな町だ。公州では標高 100ｍの稜線に「公山城」という山城

があり、全長 2キロ半の石積の城壁はなかなか立派だった。但し、その城壁は後

の朝鮮王朝時代に新しく改修したもので、百済時代の城は石造りではなく、土塁

を高く積み上げた山城だったようだ。 

「16世紀末の秀吉の朝鮮出兵の折、加藤清正が公山城の城壁に感服し、後に熊本

城の築城に生かした」と地元ガイドは言ったが、本当だろうか？。何しろ韓国で

は何事につけ、全て日本は韓国から学んだことになってしまう。 

公州には宋山里という有名な古墳群がある。1971年、排水路の工事中、偶然に

百済王国第 25代の武寧王（王位 501～523年）と王妃の墓が発見され、誌石と一

緒に 108種 4600余点に上る副葬品が出土した。それは韓国考古学史上最大の発

見だったが、正確に復元されたドーム型のレンガ墳や装身具のレプリカが展示さ

れていて、黄金の装身具などは、1500年前の百済文化のレベルの高さを表し、非

常に繊細で優美な職人技に感服した。当時、百済渡来の物はすべて一級品と見な

され、クダラナイという日本語は「百済の物でなければ駄目」ということから生

まれた、ということを改めて納得した。 

 百済の最後の都となった抹余では、韓国四大河川の一つ白馬江（錦江）が市中

を滔々と流れていた。なかなか美しい川だ。川岸には抹蘇山という巨大な岩山が
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そそり立ち、眺望抜群のその岩山の頂上には、昔の城の土塁が残っていた。土塁

の脇では今も発掘作業が続いていたが、最近、鎧の内側に西暦 645年にあたる年

号がはっきりと読み取れる武具が発掘されたそうだ。西暦 645年というと確か大

化の改新の年である。  

西暦 660年、百済の王城は新羅と唐の連合軍に攻め立てられ、倭国（日本）軍

の加勢も及ばず陥落してしまう。その時、三千人（多分、実際は 300人くらいだ

ろう）の美女が操を守って岸壁から身を投げ、空中にチマチョゴリの花が咲いた

という。百済スタイルの帆船に乗って白馬江を遊覧したが、今は「落花岩」と名

付けられたその悲劇の岸壁を下から見上げると、美女たちの血に染まったのだろ

う、岩肌はいまも紅々と光っていた。 

 百済滅亡から３年後の 663年、倭国（日本）は百済の再興を期して出兵し、再

び唐・新羅の連合軍と戦いを交えた。しかし、世に云う「白村江の戦い」で水陸

軍ともに完敗。結果、倭国は朝鮮半島への影響力を失い、多くの百済人たちも倭

国へ亡命した。祖国を失った彼等やその子孫が、奈良の大仏の鋳造をはじめ、そ

の後の日本の文化や社会の発展に大いに寄与したことは誰もが知るところだ。 

大和民族の始祖は百済に始まるという学説もあり、百済人と大和人のＤＮＡは

非常に似ているそうだ。朝鮮半島の西海岸で遭難すると、船は海流に乗ってごく

自然に九州に漂着するというから、その点からも百済とわが国の関係は自然に濃

くなっていったのだろう。 

 

          
    （公山城の石垣）          （宗山里から出土した装身具） 

 

その晩、就寝前に客室のテレビで韓国制作のゴルフチャンネルを覗いてみた。そ

れはアンソンジュを筆頭に、美人・不美人織り交ぜての韓国女子プロ軍団が、幾

多の日本トーナメントを制覇した場面を、まるで「民族の祭典」の如くに謳い上

げている番組だった。「日本の選手はあがり３ホールに弱い、最後の 3 ホールで
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勝負すれば勝てる」などという解説者のセリフ。何と情けないことか。最近は男

子も怪しくなってきたが「倭国のゴルフ軍団よ奮起せよ」である。お蔭で明日か

ら列車の旅が始まるのに、その晩は寝つきが悪くなってしまった。 

 

ブルートレインブルートレインブルートレインブルートレイン「「「「ヘランヘランヘランヘラン号号号号」」」」にににに乗乗乗乗ってってってって 

 百済の古都、公州と抹余を訪ねて遠く飛鳥時代に思いを馳せた次の日は、公州

の近くの太田駅から乗車し、いよいよ韓国が誇る豪華ブルートレイン「ヘラン号」

の旅が始まった。半島西南部から東南部を回遊して、最後はソウルへ戻る 2泊 3

日の鉄道の旅である。 

 ヘラン号のことは以前から鉄道マニアの友人から聞いてはいた。だが、韓国は

寝台列車が必要なほど広大な国ではない。それに高速鉄道のＫＴＸもすでに幹線

を走っている。豪華寝台列車などどうして必要なのか、ちょっと不思議に思って

いたのだが、親しくなった現地ガイドが、内緒話のようにこっそりと打ち明けて

くれたことから、その謎は解けた。 

 金大中大統領はかつて太陽政策のもと北朝鮮との融和を試みた大統領だったが、

彼が2000年の南北首脳会談で北朝鮮を訪問したとき、或る鉄道計画が浮上した。

それは南と北の鉄道を繋ぎ、2008年の北京オリムピックに向けて、ＶＩＰ用の豪

華国際列車を北京まで走らせようというものだった。飛行機によるテロを怖れ、

移動には列車しか使わなかった金正日らしい計画だが、列車の名称も「ヘラン号」

（太陽と共にの意味）と決まり、オリンピックには間に合わなかったが、2008

年末には完成した。ところが、そのとき韓国の大統領はすでに盧武鉉を経て北に

厳しい李明博に変わっていたため、政治事情から当初の計画は完全に頓挫。ヘラ

ン号は国内向けに活用せざるを得なくなり、以来、団体の貸切や外国人観光客向

けの特別ツアーなどに使われている、とのことだった。 

 ヘラン号は客車 8両に機関車と電源車を加えた 10両編成で走る。定員は 54名

だが、我々はたったの 25名でこの 10両編成を貸切ることになった。1車両に客

室は 3室か 4室、全室シャワー・トイレ付きだ。食堂とラウンジ専用に 2両を当

てていて、厳選された 9名のクルーがサービスに当たるが、みんな美男美女ばか

り。彼らは乗務員サービスだけでなく、アカペラコーラス、楽器演奏、マジック

ショーなど、いろいろ余興も見せてくれる芸達者ばかり。その他にプロの歌手に

よるコンサートや、カラオケ大会などのイベントもあり、乗客を退屈させないよ

うに常に気を配っている。食堂・ラウンジ車では軽食類、果物、スイーツ、おつ

まみ類、それに飲み物はアルコール類も含めて全て終日無料で提供される。 

 運行スケジュールは距離と時間にゆとりを持たせて、全体的にゆったりと組ん
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でいて、平均時速も 100 キロ程度、美しい車窓風景を見せたい路線は昼間走り、

評判の郷土料理がある町では途中下車し、専用バスで朝食、昼食、夕食に出掛け

て行くので食事が楽しい。また乗客に安眠してもらうために深夜の 3~4時間は列

車をどこか適当な駅に停車して動かさない工夫もしている。運行形態がどこか船

旅に似ているので、列車による気ままなクルーズといった気分だ。 

 

        

（ブルートレイン「ヘラン号」）      （ヘラン号コーラスグループ） 

 部屋の二段ベッドも、下段は普通のシングルベッド並みの巾があり、上段も寝

台車のベッドにしては幅広にできている。壁にかかる韓国製のテレビも大型で上

等。だが、折から好天が続いたためか室内の空気がカラカラに乾燥したのには参

った。窓は開かないし、部屋の湿度の調節まではできない。今回、家内は或る意

味では旅の必需品とも云えるマスクを忘れてきたため、夜中に喉をやられてしま

った。仕方なく濡れタオルを窓辺に吊るして休んだが、朝起きてみると、タオル

で濡れた部分の壁紙がふやけて剥がれていてびっくり。一見豪華に見えるヘラン

号も、外見はいいが実質はかなり安普請であることがひょんな事からバレてしま

った。列車の説明ばかり長くなったが、下車観光には世界遺産を中心に最寄りの

駅に列車を自由に止めて出かけた。観光にはガイドだけでなくヘラン号のクルー

スタッフも同行してくれたので、何かと便利だった。 

  

半島の東海岸、新羅王国の古都・慶州には千年の歴史が詰まっていた。ローマ、

イスタンブール、京都、そして慶州。世界中に千年の都といえる都市はこの四か

所しかない。その慶州では仏教建築の宝庫であり世界遺産の仏国寺や石窟庵を見

学したが、特に石窟庵の一枚の花崗岩で彫られた高さ 3メートル半の釈迦如来坐

像は素晴らしく、その穏やかな佇まいには不思議な魅力を感じた。 

残念だったのは、折から韓国は秋の修学旅行シーズンで、慶州の町はどこへ行
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っても学生たちで溢れ、その学生たちがマナーが悪く騒々しくて閉口したことだ。

その点、日本の京都などでも同じかも知れないが、引率の先生がもっとしっかり

すべきだ。もっとも近頃の統率力のない先生たちにそれを期待するのは、韓国で

も日本でも無理な注文かも知れない。 

 

今回の旅行では、世界遺産に登録された韓国独特の古民家の村を二か所廻っ

たが、一つは大企業が集まる東海岸の商業都市、浦項からバスで訪ねた「良洞古

村」。もう一つは中央線の安東の郊外で、文字通り川に囲まれた「河回村」である。 

良洞古村では立派な瓦屋根の両班(貴族)の家や、茅葺屋根の農民の家屋などが

500 年前の姿そのままに残っていて、小高い丘の斜面に広がる素朴な村落の景観

には言い知れぬ懐かしさを覚えた。一方の河回村は韓国の伝統的な仮面劇をいま

もしっかりと伝承しているユニークな村。仮面劇も権力に対する風刺が効いてい

て面白かったが、村内の散策がまた素敵だった。土塀に囲まれた入り組んだ村の

小道を散策していると、遠い昔にタイムスリップしたような錯覚に襲われ、至福

の時を過ごすことができた。  

安東を夕食後に出発し、東海岸を嶺東線で北上し 24 時に東海駅着。その晩は

東海駅でスタンバイし、翌朝、5 時半に出発して日の出を鑑賞するために正東津

の駅に停車した。そこは世界中で一番海に近い鉄道駅としてギネスブックに登録

されているという不可思議な駅で、なるほど波打ち際ぎりぎりを線路が走ってい

た。パジャマのままホームに降り立ち日の出を鑑賞したが、浜辺にはまるで初日

の出でも拝むかのように観光客が溢れていた。韓国は地震がない国だからよろし

いが、あんなに海に近い駅では、津波が来たらひとたまりもない。 

 その後、再び東海駅から太白線の太白へ向けて出発。標高 700メートルの太白

は 80 年代まで練炭の町、カジノの町として栄えたところだ。中国人もギャンブ

ル好きだが、韓国人のギャンブル好きも半端ではないらしい。太白下車の目的は

有名な太白牛の焼肉をトライすること。昔ながらの練炭ヒバチで焼いて食べた太

白牛は、放牧で充分に運動しているため、脂肪が少なく少々硬かったが、噛むほ

どに実に滋味豊かな肉だった。 

 焼肉ランチの後は、中央線から京元線に入りソウルに向かって内陸山岳地帯を

ひた走った。時節がら秋の紅葉真っ盛りで、ワイン片手にラウンジ車から眺めた

車窓風景は千変万化、決して飽きることはなかった。 

 三日間の汽車の旅を終え、ソウルに到着したのは夕方だったが、すっかり親し

くなったヘラン号のスタッフに別れを告げ、夕食のため宮廷料理で有名なレスト

ラン「宮宴」へ直行した。ヘラン号で巡った各地のローカル料理とは違い、一流
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の宮廷料理はすべてが垢ぬけていて味付けも上品なものばかりだった。 

 

ソウルソウルソウルソウルののののガイドガイドガイドガイドののののボヤキボヤキボヤキボヤキ節節節節 

 久しぶりに歩いたソウルの町は、やたらに警官が目につくのと、日中関係の悪

化で行先を変えたのか、中国人観光客の姿がかなり目立った。エステの本場の韓

国である。市内の観光では、例によって女性たちは化粧品売り場で大分時間をつ

ぶしたが、売り場の店員に、同じような面相をした美人が多いのには驚いた。殆

どが整形美人だろう。韓国では女性だけでなく、いまや男性たちまでが何らかの

美容整形をすることは、ごく当たり前になっている。美容整形したことを平気で

他人にも話すし、恥かしい事でも何でもないらしい。韓流ドラマに出てくるヒロ

インやイケメン男優たちも、8 割は親から貰ったままの原型ではないとのこと。

親の顔と比べれば分かるそうだ。それにしても、整形に対する感覚が日本人と全

く違うのはどうしてだろう。 

 李氏朝鮮王朝の正殿である「景福宮」で行われる、衛兵の交代式が面白いとい

うので見物に行ってみた。赤や青の鮮やかな制服に身を包んだ、引き締まった体

の衛兵たちもイケメンが揃っていたが、彼らもみな整形しているのだろうか、な

どとつい疑ってしまう。食事と住まいは保障されるが、彼らはたった月額 7千円

の手当で衛兵を勤めているとガイドさんから聞いて驚いた。失業率の高い韓国で

は、それでも衛兵は憧れの職業の一つらしい。 

                                  

        

 （衛兵交代式）               （筆者と衛兵』 

  

ソウル市内でこれはというお薦めの大衆食堂はないか、とガイドさんに聞いた

ところ、明洞の片隅の全州会館というレストランを教えてくれた。店主が非常に
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誠実な人で、絶対にいい加減な物は出さない店とのこと。常に満員なので、妬ま

れて放火されたとかで、老舗は新築の小ぎれいな店に変わっていたが、確かにこ

の店の味は素晴らしかった。メニューは絞られていて少ないが、冷麺、石焼ビビ

ンバ、海鮮チジミ、どれも皆おいしいが特に冷麺がいい。 

 扶余で食べた蓮の葉で包んだチマキのヨンサンバ、山栗で作った黄色いマッコ

リ、韓国風ハンバーグのトッカルビ、浦項で食べたピリ辛の鱈鍋テグタン、梨の

甘い香りが口に広がるお粥のムルフェ、慶州名物の餡入りの皇南パン、太白での

本物のカルビとキムチ入りソーメン、東海での胃に優しい朝食スン豆腐チゲと干

鱈のスープ、、安東の名物料理ナムルの混ぜご飯ホッチェサッパブなどなど、今回

の旅行でも随分いろんな料理に巡り合ったが、結局はソウル明洞の全州会館の冷

麺が一番だったような気がする。 

 ところで、ソウル市内を案内してくれた中年女性のベテラン・ガイドさんは、

いろいろと韓国の現状をボヤいてばかりいた。そのボヤキを聴くと現在の韓国社

会の一面がよく分かるので、最後にその幾つかを列挙して、この旅行記の〆にし

たい。 

＊韓国の出生率は１，１３人まで落ちました。結婚しない女性が多くて困ります。 

 結婚したい男性は仕方なくベトナム人、フィリピン人、タイ人などと結婚して

ますが、その子供たちが今度は学校でイジメに遭い社会問題になってます。 

＊男は家を用意し、女は家具を用意するという韓国の古い風習を打破しないと、

若者はそれを口実にますます結婚しなくなります。 

＊どこの家でも子供の塾の費用が大変です。私の 5年生の息子は英語と算数の塾

だけで月 10万円です。今や月 20万円くらい塾の為に使うのは当たり前です。 

＊英語力が将来を左右するので、中学生の頃からカナダや豪州、ニュージランド

などへ留学させたり。ロング・ホームステイさせる家庭が年々増えてます。 

＊若者の兵役の義務は、29才までに 2年間ですが、近々20か月に短縮される予

定です。イジメに遭って兵舎から逃げ出したり、自殺したり、犯罪を犯したり、

情けない若者が増えて社会問題になってます。  

＊この数年、国民の間の収入の格差は年々ひどくなるばかりです。大企業、グロ

ーバル企業の社員だけはリッチですが、中小企業の社員は貧しくなるばかりで

す。経済のグローバル化で国全体がすっかりおかしくなりました。 

＊一流大学を出ても、就職できるのは半数だけという厳しい就職状況が続いてま

す。教育熱心な韓国ですが、もう最近は一流大学を目指すのは馬鹿馬鹿しいか

らやめようという風潮まで出てきました。 （完） 
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